
















(以下 ISO TC37) (2)の対象領域では、辞書の作成などの際に、数式、化学式、構造式、アイコ
ン等、また、ロゴタイプや、字体などをどこまで「言語的」とするかが独自の問題として扱
われている。その中の議論で、専門用語における「言語表現」の定義として以下の定義が提





























 現在、ISO TC37 の作業部会では、「レジスタのタイポロジー」(TR 20694 Typology of 





















































医学を中心に進んできた。Euene Garfield の作成した Science Citation Index、それの副産
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